
いちごドリルプリント

植物・動物の分類 名前

問1 両生類の呼吸と体の特徴に関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2014年 兵庫県公立入試 類似）

1. 成体は肺呼吸を行うが、肺の機能
が不十分なため、常に皮膚を湿らせ
て皮膚呼吸を行っている。

2. 成体になると肺呼吸が中心となり
、周囲の温度に関わらず体温を一定
に保つ恒温動物となる。

3. 親が子に食物を与えて育てるため
、成体は効率の良い肺呼吸のみで活
動できる。

4. 幼生の時期はえらで呼吸を行うが
、成体になると肺が発達するため皮
膚での呼吸は不要になる。

問2 アブラナのような網状脈を持つ植物のグループ（双子葉類）において、根のつくりや茎の維管束の並び方の特徴を組み合わせたものとして適切
なものはどれですか。 （2015年 山口県公立入試 類似）

1. 根は多数の細いひげ根からなり、
茎の維管束は輪の形に並んでいる。

2. 根は主根と側根に分かれており、
茎の維管束は輪の形に並んでいる。

3. 根は主根と側根に分かれており、
茎の維管束は全体に散らばっている
。

4. 根は多数の細いひげ根からなり、
茎の維管束は全体に散らばっている
。

問3 河川の環境調査において指標生物とされるカワニナやタニシは、軟体動物の仲間に分類される。これらの生物に共通して見られる、内臓を包み
込んでいる筋肉質の膜状の組織を何というか。 （2018年 岡山県公立入試 類似）

1. 気門 2. 外骨格 3. 外とう膜 4. 節

問4 裸子植物と被子植物の共通点と、果実が形成される仕組みの違いについて述べた説明として、最も適切なものはどれか。 （2020年 高知県公立入試 類似）

1. 裸子植物は種子をつくらず胞子で
増えるため、果実が形成されること
はない。

2. どちらも種子をつくるが、裸子植
物は子房がないため、受粉しても果
実ができない。

3. 被子植物は胚珠がむき出しである
ため、子房がなくても果実をつくる
ことができる。

4. どちらも子房が成長して果実にな
るが、裸子植物は胚珠が外側に移動
する。

問5 アサリやマイマイのように背骨を持たず、内臓が「外套膜」という筋肉の膜に包まれている動物のグループを何というか、名称を答えなさい。
（2023年 岡山県公立入試 類似）

1. 節足動物 2. 棘皮動物 3. 刺胞動物 4. 軟体動物

問6 「植物が光合成を行うには光が必要である」という仮説を検証するために、対照実験を計画しました。以下の操作のうち、光の有無による影響
を純粋に調べるための方法として、最も適切なものはどれですか。 （2026年 栃木県公立入試 類似）

1. 同じ種類の植物を2つ用意し、一
方は光の当たる場所に、もう一方は
光の当たらない暗室に置き、それ以
外の温度や湿度などの条件はすべて
同じにする。

2. 同じ種類の植物を2つ用意し、一
方は光の当たる暖かい場所に、もう
一方は光の当たらない冷たい場所に
置き、温度の影響も同時に調べる。

3. 同じ植物の葉の一部をアルミニウ
ムはくで覆い、肥料を与えた状態で
光の当たる場所に置き、肥料の効果
と光の効果をあわせて観察する。

4. 種類の異なる植物を2つ用意し、
それぞれ光の当たる場所と当たらな
い場所に置いて、植物の種類による
違いがないかを確認する。

問7 アブラナの種子が発芽する様子を観察したとき、最初に見られる葉の特徴を説明したものとして最も適切なものはどれか。 （2026年 鳥取県公立入試

類似）

1. 厚みのある小さな葉が、茎の節ご
とに交互に生えている。

2. ギザギザとした切れ込みのある葉
が、3枚同時に展開する。

3. 細長い1枚の葉が、茎を包むよう
にして伸びてくる。

4. 丸みを帯びた2枚の葉が、茎の先
端から左右対称に広がっている。

問8 動物を大きく二つのグループに分類する際、ニホンザル、フナ、カエルなどの共通点に注目して「脊椎動物」というグループにまとめることが
あります。これらの動物を、チョウやカニなどのグループと区別するための最も根本的な分類基準は何ですか。 （2025年 鹿児島県公立入試 類似）

1.
体の中心を貫く背骨があるかどうか

2. えらを使って呼吸をするかどうか 3. 一生を水の中で生活するかどうか 4. 体表がうろこでおおわれているか
どうか

問9 エンドウという植物について、芽が出たときの最初の葉（子葉）の数と、花弁（花びら）のつくりの組み合わせとして適切なものはどれですか
。 （2019年 秋田県公立入試 類似）

1. 子葉が2枚の双子葉類であり、花
弁が根元で合体している合弁花類

2. 子葉が1枚の単子葉類であり、花
弁が1枚ずつ分かれている離弁花類

3. 子葉が2枚の双子葉類であり、花
弁が1枚ずつ分かれている離弁花類

4. 子葉が1枚の単子葉類であり、花
弁が根元で合体している合弁花類

問10 川の生物調査で採取されたカワニナの体のつくりを観察した。カワニナを軟体動物として分類する根拠となる、体の特徴を説明したものとして
最も適切なものはどれか。 （2020年 東京都公立入試 類似）

1. 背骨を持ち、内臓が筋肉によって
守られている。

2. 節のある足を持ち、体全体が硬い
外骨格に覆われている。

3. 体全体に節があり、外とう膜を持
たずに生活している。

4. 節のある足を持たず、内臓が外と
う膜という膜に包まれている。

問11 植物はその種類によって好む生育環境が異なります。タンポポ、ホウセンカ、トウモロコシの3種類の植物に共通する、好ましい生育環境の条件
として最も適切なものはどれですか。 （2023年 奈良県公立入試 類似）

1. 日光が全く当たらない暗い場所 2. 日当たりのよい場所 3. 日当たりの悪い湿った場所 4. 一年中気温が変化しない場所

問12 脊椎動物のうち、哺乳類や鳥類が一生を通じて行っている、肺を用いて空気中の酸素を取り入れ、二酸化炭素を排出する呼吸の仕組みを何と呼
びますか。 （2026年 埼玉県公立入試 類似）

1. 皮膚呼吸 2. 肺呼吸 3. えら呼吸 4. 細胞呼吸

問13 被子植物の花のつくりにおいて、めしべの根元にある膨らんだ部分の名称と、受粉後にその部分が成長して変化するものの名称の組み合わせと
して正しいものはどれか。 （2024年 福島県公立入試 類似）

1. 子房 — 種子 2. 子房 — 果実 3. 胚珠 — 種子 4. 胚珠 — 果実

問14 顕微鏡で花粉管の内部構造など、より微細な部分を詳しく観察するために、対物レンズの倍率を上げました。このとき、視野内の明るさと観察
できる範囲について述べた文として正しいものはどれか選びなさい。 （2025年 新潟県公立入試 類似）

1. 視野は明るくなり、観察できる範
囲は狭くなる

2. 視野は明るくなり、観察できる範
囲は広くなる

3. 視野は暗くなり、観察できる範囲
は狭くなる

4. 視野は暗くなり、観察できる範囲
は広くなる


